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要　　　旨：目的：中山間地域における人口減少の課題と対策を検討するため、中山間地域に指定さ
れる自治体の人口動態の傾向を集落間の地域差から明らかにする。
方法：宮崎県椎葉村の 1995 年及び 2018 年住民基本台帳を基に、村内の 10 集落別に人
口に関する指標を算出し、 比較検討した。 
結果：1995 年を 100 とした 2018 年の人口比指数（1995=100）は最も高い集落で 75.3、 
最も低い集落で 38.0 であった。総人口の性比は、最も低い集落で 84.2、最も高い集落で
124.0 と幅がみられたが、生産年齢人口の性比は全集落で 100 を超えていた。人口比指
数が最も低い２集落では老年人口割合は 50％以上、年少人口割合は３％未満、そして
性比は 80 台であった。
結論：本研究の結果から、中山間地域では人口が少ない集落ほど少子高齢化が進行し、
性比が低いことが示唆された。また集落というミクロレベルで人口動態を検証すること
で中山間地域特有の課題が抽出でき、集落の地域特性に応じた人口減少対策を構築でき
る可能性が示唆された。

A b s t r a c t：Objectives: This study clarifies the demographic trends of municipalities designated 
as rural mountainous areas by comparing regional differences between settlements 
and examining issues and countermeasures for depopulation.
Methods: We calculated demographic indicators based on the Basic Resident 
Registers from 1995 and 2018 for each of the 10 small settlements in a municipality 
in Shiiba Village, Miyazaki Prefecture. Subsequently, these indicators were compared 
and examined.
Results: The population ratios (1995=100) between 1995 and 2018 were 75.3 in the 
most populated settlement and 38.0 in the least populated settlement.
The sex ratio of the total population ranged from 84.2 in the settlement with the 
lowest population ratio and 124.0 in the settlement with the highest population ratio; 
however, the sex ratio of the working-age population was over 100 in all settlements. 
In two of the settlements with the lowest population ratios, the aging rate was more 
than 50%, youth population ratio was less than 3%, and the sex ratio was 80.0.
Conclusion: The findings of this study suggest that in rural mountainous areas, 
smaller settlements have a higher rate of aging and a lower sex ratio.
These results suggest that examining the demographic characteristics of settlements 
at the micro level and subsequently identifying issues specific to rural mountainous 
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その場と共生する生き方、地域とのつながりに基づい
た暮らしを大切にする習慣、豊富な天然資源あるいは
地域固有の伝統・文化が残っている９）。しかし、人口
減少に伴う人手不足により、耕作放棄地の増加や伝統
行事の継承が困難になる等、そこでは多くの課題が存
在していることが報告されている10）。さらに人口減
少が進行すれば、地域活力や多面的機能低下が懸念さ
れ、 特に山間部の小規模集落においては維持・存続が
危ぶまれる集落も見受けられる状況にある11）。藍澤
ら12）は、過疎地域には既に1970年時点で人口構造の
面から多様な様相が存在し、その後の変容も集落個々
に様々な特徴がみられることを指摘している。地域の
つながりが残る中山間地域において、集落は暮らしを
営むコミュニティであり、そこでの人口構造の変化は
日々の暮らしに直結することが考えられる。しかしな
がら、中山間地域および過疎地域における人口減少に
ついては、自治体レベルで調査研究が積み重ねられて
おり、自治体内の集落といったミクロレベルで検討し
た研究は少ない。以上のことから、本研究は中山間地
域における人口減少の課題と対策を検討するため、中
山間地域に指定される自治体の人口動態の傾向を集落
の地域差から明らかにすることを目的とした。 

Ⅱ．研究方法
１．調査地
　宮崎県椎葉村を調査対象地とした。全域が中山間地
域に指定される椎葉村は、自治体面積の96%を山林が
占め、村内の山間に10カ所の自治公民館区（以下集落）
が点在する（図１）。村役場、病院および交番といっ
た行政施設はG集落に集中しており、小学校と中学校
も開校している。その他に2018年時点では、５集落（C
集落、D集落、E集落、F集落、I集落）で小学校が開
校しており、４集落の小学校は既に閉校となっている。
日本の三大秘境の一つと称される椎葉村は、平家落人
の里として源氏と平氏にまつわる地名や伝説が多く残
された地であり、日本の民俗学発祥の地としても知ら
れる13）、神楽（収穫への感謝と五穀豊穣の祈願を表
現した舞を神に奉納する舞）、臼太鼓踊あるいはひえ

Ⅰ．はじめに
　世界に先駆けて進行する少子高齢化・人口減少社会
への対応は、わが国の喫緊の課題である。人口減少は
国内各地で同時に生じるものではなく、まず非大都市
圏で進み、次いで三大都市圏に代表される都市部へ
シフトする１）。そのため人口減少の進行は都道府県に
よってかなり差が見られ、中でも中山間地域におい
て、その進行は著しい。中山間地域では、これまでの
社会減に加え再生産年齢人口の縮小により、出生数の
減少および規模の大きい出生コーホートが順次高齢期
に突入するため、死亡数は増加し自然減が大きくなる
ことから、今後人口減少の更なる加速は避けがたい状
況にある２）。 2019年４月１日現在、中山間地域が含
まれる自治体1180市町村（中間農業地域と山間農業地
域とで重複している市町村を除いた市町村数）のうち、
817市町村が過疎地域に指定されている３）。
　中山間地域を含む非大都市圏の人口減少の進行は、
未婚化、晩婚化あるいは晩産化の影響による少子化の
みならず、若者を中心とした都市域への人口移動が大
きく関与している４）。中山間地域のような非大都市圏
は、賃金、安定性あるいは仕事のやりがい等の点で良
質と言える雇用が不足しており、若者が相対的に良質
な雇用を求め、大都市圏に流出していることが社会減
につながっている５）。一般的に、非大都市圏から大都
市圏に移動するのは女性よりも男性が多く、大都市圏
への定着性は、男性より女性の方が高いことが示され
ている６）。こういった若年層を中心とした人口移動が、
流入・流出地域双方の性比に大きく影響を与えている。
性比とは通常、男子人口の女子人口に対する比として
計算され、女子人口100に対する男子人口の対として
表される。地域（集団）の性比は出生・死亡の動向や
人口移動の年齢・男女差によって左右される人口事象
であり、性比と人口移動の研究は二つの人口事象間に
おける相互連関を考察する一つの研究領域である７）。
近年は女性の移動が活発化し、非大都市圏から大都市
圏に移動する女性が増え、人口移動の性比は縮小しつ
つある８）。
　中山間地域では、自然環境を大きく変えることなく、

areas may be useful for developing depopulation countermeasures.

キーワード：人口減少、高齢化、性比、地域差、中山間地域

Keywords：depopulation, aging society, sex ratio, regional difference, rural mountainous settlement.
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り、氏名、世帯、性別、生年月日および居住集落のデー
タを得た。集落別に以下の指標を算出し、比較・検討
した。

１）人口（年央人口）（1995年および2018年）
２）人口比指数（1995年の人口を100とした場合の

2018年人口の比）
３）年少人口（14歳未満）割合（2018年）
４）生産年齢人口（15−64歳）割合（2018年）
５）老年人口（65歳以上）割合（2018年）
６）総人口の性比（女性人口100に対する男性人口

の比）（2018年）
７）生産年齢人口（15-64歳）の性比（2018年）

３．倫理的配慮
　本研究は東京医療保健大学ヒトに関する研究倫理委
員会の承認を得て実施した（承認番号：院29−23）。
また調査データは椎葉村より二次使用の承諾を得て用
い、自治体名を含む研究結果を公表することの承諾を
得た。

Ⅲ．結果
１．椎葉村内の集落別人口の変化（表１）（表２）
　集落ごとの1995年の人口、2018年の人口を表１、
1995年の人口を100とした場合の2018年の人口の比（以
下　1995−2018年人口比指数）を表２に示す。椎葉村
の1995−2018年人口比指数は64.3であり、集落別では、　
最低値がA集落の38.0、最高値がC集落の75.3であった。

日本の農村集落の人口動態の傾向に関する考察  −地域差に着目して−

つき節をはじめとする民謡等、古くから伝わる慣習や
伝統文化が大切に継承され、それらの中でも神楽は現
在も村内26か所で継承されている年中行事である。ま
た森林と農地とを循環的に利用し環境と調和した伝統
的な農法である焼畑農法が、日本で唯一継続して行わ
れている場所でもある14）。
　村内には高校がなく、子どもは中学校を卒業すると
進学のための離村を余儀なくされ、他の地方域と同様、
高校卒業後もそのまま都会に定住する傾向がある。そ
のため再生産年齢層が減少し、それに伴い総人口数お
よび出生数が年々減少している状況にある。椎葉村住
民基本台帳によれば、椎葉村の1995年の人口は4356人
であったが、2018年には2802人へ減少し、2018年の
老年人口割合は43.7％であった15）。一方で、椎葉村の
2013年～ 2017年の合計特殊出生率は1.95（ベイズ推定
値）であり16）、宮崎県内で長年高い値を維持している。
また椎葉村の性比は、宮崎県27自治体の平均値と比べ、
高い状況が長年継続している15）。
　以上の地理的条件、伝統・文化の継承および人口減
少の状況から、椎葉村はわが国の中山間地域を代表す
る地域であり、中山間地域における人口減少の課題と
対策を検討するためには、中山間地域でありながら高
い合計特殊出生率を維持する同村を対象として、村内
の人口動態の地域差を検討することが重要であると考
えられる。

２．分析対象データおよび分析方法
　椎葉村の1995年および2018年の住民基本台帳に拠

図１　宮崎県椎葉村の集落の地理的分布
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人口割合が60%を超えていた。次いで老年人口割合が
50%台であったのはB集落（55.4%）のみ、40%台はE
集落（42.8%）、F集落（49.2％）、G集落（40.8％）お
よびH集落（40.3％）の４集落、30%台はC集落（36.7％）、
D集落（37.4％）、およびI集落（38.0％）の３集落であっ
た。また老年人口割合が50%を超えていたA集落、B
集落およびJ集落は全て、年少人口割合が３％未満と
なっており、他の集落（8.3−16.3%）に比べ顕著に低
い割合を示した。

３．椎葉村内の集落別の性比（表２）
　2018年の各集落の総人口および生産年齢人口の性
比を表２に示す。総人口の1995−2018年人口比指数
が50を割り、老年人口割合が60％を超えていたA集
落（84.2）とＪ集落（85.4）は、性比が宮崎県全体の
数値（88.9）より低値を示したが、その他の集落は宮
崎県のそれよりも高値を示した（B集落（103.1）、C
集落（101.4）、D集落（124.0）、E集落（95.1）、F集落

（93.1）、G集落（95.4）、H集落（95.1）、I集落（93.9））。
また全ての集落で生産年齢人口の性比は、100を越え、
総人口のそれと比べ高値を示した。さらに集落によっ
ては、生産年齢人口の性比は総人口の性比の1.6倍か
ら1.9倍と高い数値を示す集落もみられた（A集落：総
人口性比84.2→生産年齢人口性比120.0、B集落：総人
口性比103.1→生産年齢人口性比133.3、C集落：総人
口性比101.4→生産年齢人口性比118.2、D集落：総人
口性比124.0→生産年齢人口性比138.8、E集落：総人
口性比95.1→生産年齢人口性比150.9、F集落：総人口
性比93.1→生産年齢人口性比111.8、G集落：総人口性

その他の集落の1995−2018年人口比指数は、B集落が
66.3、D集落が61.5、E集落が58.3、F集落が59.4、G集
落が72.8、H集落が59.0、I集落が70.7、J集落が43.8で
あり、２つの集落（A集落とJ集落）が50を下回って
いた。1995−2018年人口比指数を男女別にみると、B
集落は男性が76.7であるのに対し女性は58.2、D集落
は男性65.6であるのに対し女性57.1と差がみられたが、
残り８集落の1995−2018年人口比指数の男女差は５以
内であった。

表１　椎葉村の集落別人口の推移

２．椎葉村内の集落別人口割合（表２）
　2018年のデータを基に各集落総人口に占める年少人
口（０～ 14歳）、生産年齢人口（15 ～ 64歳）、および
老年人口（65歳以上）それぞれの割合を表２に示す。
椎葉村の老年人口割合は43.7％であるのに対し、A集
落（65.7%）およびJ集落（68.5%）の２集落は、老年

Mikie HIDAKA　 Hideki IMAI

表２　集落別の人口動態（2018）
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いることや集落の小学校で行われる学校行事には、親
のみならず地域の高齢者、青年および移入者など幅広
い年代の多様な住民が参画し交流する文化があること
を報告した。今回、相対的に人口減少の進行がゆるや
かであることが確認された集落には、行政施設が集中
するG集落のみならず、そこからは離れた位置にある
CおよびI集落のいずれにも小学校がある。このこと
が社会的活力を惹起し人口減少を抑制しているのかも
しれない。一方で、伊藤ら19）は、人口減少が進行し
た集落では、集落のコミュニティの弱体化がみられる
ことを指摘しており、これらの知見をふまえると、集
落の社会的つながりを継続・促進するよすがとしての
小学校を維持できるような支援が中山間地域の人口減
少対策として検討に値するものと考えられる。
　以上のことから。集落といったミクロレベルで人口
動態を検証し、自治体レベルでは見えづらい集落の人
口変容の背景など中山間地域特有の課題を抽出するこ
とで、集落の地域特性に合った人口減少対策を構築で
きる可能性が示唆された。 

２．集落別の性比が人口動態に与える影響
　今回、少子高齢化・人口減少の進行が確認されたA
およびJ集落の総人口の性比は80台となっており、他
の集落に比べ低値であった。地域の年齢別人口構造は
過去の人口移動の結果として生じ、年齢別性比は高
齢になるほど寿命の男女差を反映して低値になるた
め、若年人口の流出が続いて高齢化がより進んだ地域
では総人口性比は低値になりやすい20）。本研究では
この指摘を支持する結果が得られた。また性比は、近
畿地方以西の西日本よりも中部地方以東の東日本で高
いという特徴がある20）。宮崎県も例外でなく、2018
年の性比は88.915）であり、全国の94.821）という値と
比べ低値である。しかし、椎葉村の性比は宮崎県27自
治体の平均値と比べ長年高値であり、2018年の性比は
100.1であった15）。しかしながら今回、集落別に検討
したところ、性比は総人口で84.2から124.0、15−64歳
の生産年齢人口で111.1から160.0と地域差が大きいこ
とが確認できた。総人口に比べ生産年齢人口は、性比
が顕著に高値となっており、全集落で女性より男性の
数が多く、性比のアンバランスさが際立っていた。原
22）は性比と女性の未婚初婚率（当該期間の初婚数/期
首時の未婚人口）の間に強い正の相関がみられること
を報告しており、性比が男女の数量的比率という形で
ペアができる確率を左右し、結婚や出生に影響を及ぼ
すことを示唆している。また、健康適齢期の男女人口
に男女のアンバランスが生じていることは長期的に各
地域特有の未婚化を促進する可能性が大きい23）。椎

比95.4→生産年齢人口性比111.1、H集落:総人口性比
95.1→生産年齢人口性比117.1、I集落:総人口性比93.9→
生産年齢人口性比118.5、J集落:総人口性比85.4→生産
年齢人口性比160.0）。

Ⅳ．考察
１．集落別の人口減少の進行と高齢化
　椎葉村の1995−2018年人口比指数は64.3であったの
に対し、集落別の最低値は38.0、最高値が75.3であり、
人口減少の進行には集落により差があることが確認で
きた。人口減少が顕著に進行し、1995−2018年人口比
指数が40以下のAおよびJ集落は老年人口割合が60％
を越え、さらに年少人口割合は２％台であった。中山
間地域を含む非大都市圏の人口減少の進行は、若年層
を中心とした人口流出の影響を大きく受ける。わが国
では、1950年代後半から続いた高度経済成長期に、農
山漁村を中心とする非大都市圏の人口が、急激かつ大
量に都市部へ流出した。それ以後、中山間地域など非
大都市圏の人口流出は続くとともに、その地域に留
まった人々の高齢化が進行した17）。増田４）は、非大
都市圏から大都市圏に過去から継続して若年層を中心
とした人口流入があり、その結果、非大都市圏には若
者が残らず、次世代を再生産する中心的な年齢層であ
る20−39歳の女性人口が減少し、出生数および出生率
の低下を招いたことを指摘している。本研究の結果か
ら、中山間地域に指定される椎葉村では生産年齢人口
の人口流出により少子化がさらに進行し、人口が少な
い集落ほど少子高齢化が急速に進行していることが示
唆された。一方で、AおよびJ集落に比べ、人口減少
の進行がゆるやかにみえるB集落（1995−2018年人口
比指数66.3）の年少人口割合は1.5％であり、村内で最
も少子化が進行していた。これらのことは、全ての地
域で人口減少と少子化は同時に進行するわけではな
く、その進行にも地域特性があることを示唆している。
　1995−2018年人口比指数が70を超え、相対的に人口
減少の進行がゆるやかなC、GおよびI集落においては、
老年人口割合（36 ～ 38％）および年少人口割合（15
～17％）ともに安定的に維持されている。藍沢ら12）は、

「集落人口が安定的に維持されている集落では社会的
活力が高いこと、過疎地域の農業集落では農業を中心
とした集落内部の集団形成により活性化を図っていこ
うとする自助努力が存在し、これが人口の安定化と関
連があること」を示唆している。またわれわれ18）は、
椎葉村のC集落を対象に、中山間地域で人口減少の進
行がゆるやかな地域の社会文化的特徴を検証した結
果、暮らす地域に対し多くの住民が強い愛着を抱いて
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Ⅴ．結論
　宮崎県椎葉村において、人口減少が進行する中山間
地域の人口動態の傾向を集落の地域差から検証し、人
口減少の課題と対策を検討した。その結果、中山間地
域では人口が少ない集落ほど少子高齢化が急速に進行
しているとともに性比の低下も目立つことが示唆され
た。また、人口減少や少子高齢化の進行および性比は、
集落により大きな地域差のあることが確認された。集
落といったミクロレベルで人口動態を検証することに
より、自治体レベルでは見えづらい中山間地域特有の
課題を抽出することができ、小学校の存続を支援する
などの集落の地域特性に合った人口減少対策を構築で
きる可能性が示唆された。 
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　本研究にあたり、ご協力くださいました椎葉村の皆
様に心より感謝いたします。
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